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阿 部 郁 子 さ ん の 冥 福 を 祈 っ て

阿部さんが癌であること,しかも発見が遅れて回復の可能性がきわめて少ないとい うことを知 った

のは昨年 7月中旬でした｡ 5月に第三子春子ち■やんを無事出直されたとい うことを伺っていただけ こ̀

まさに青天の欝産でした｡癌 こ̀対する恐怖は抱きなが ら,それはず っと年輩の方のものと考えていた

私には.クラスメー トの病を自分のもの と混同してしまう程の惑乱でした｡

病気が何かを知 ってしまった私は.お見舞して励ましてあげたいという気持ちと,核心にふれるこ

との出来ない会話.表情,仕草に自信がなく,一 日のはしにし,いたづ らに日を過ごしてしまいまし

た｡ 病室での話題を心iこ決め.覚悟 して病院を訪ねたのは 7月も末でした｡もともと小柄で,ほっそ

りとした体でベ ッドに臥せている阿部さんは.大患とも思われぬ程お元気そ うで.それほどはやつれ

た様子も見 えず,少女のように髪を長 くのはして笑顔で私 を迎えてくれましたo

｢お医者様が,近来まれに見る栄養失調症で, ビアフラでの症例を日本で見るとは珍 しいとおっし

ゃるの｡胎児に全ての栄養が吸収されて.母親はまるでもぬけの殻同然なんです って｡今コバル トを

照射 して治療して下さっているけれども,産休の終る夏休み中に回復するのは難しいとのお話で,子

供は主人が何とかみてくれ ているか ら心配はないけれど,学校の事が一番心配なの｡産休を3回もと

って. しか も更にそれ以上 こ̀休ませていたゞくので同僚の先生方 こ̀迷惑ばか りかけてしまって｡｣一

瞬全てを知 りながら.むしろ私に気 を遭 って明るい見通しを話してくれているのではないかと鎗覚 し

た程でした｡ 僅かの面会時間でしたが, お子さん達のことは殆んど口にせず,頻 りに職場のことを心

配していました｡
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国際婦人年とや らで,婦人の地位の向上が抽象的にとL)あげられていますが.女性が職業を持ち,
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家庭生活とを両立 させていくことの可否は,大凡個人的に恵まれた条件があるか否かにかか っている

ような現状が,大病を患 う彼 女に家族のことはロにさせず.常に職場への配慮をさせたと考えるのほ

うがちすぎでしょうか｡その後,二,三度病室を訪ねましたが病状の悪化する中で僅かの面会しか許

されなか ったのですが終始職業人としての真面目な人生掛 こ貫かれた責任感 と同僚への配慮のみをロ

lこしていました｡ 三人のお子さんを残 されてこの世を去 ってしまった彼女の意志を私なども同じ職業

人としても継いでいきたいと思います｡

永田悦子さんを卒業後間もない 23才の若さで癌で失い,そして又健康に関しては小柄ながらも人

一倍自信のあった阿部さんを失ってしまったクラスメー トの一人として,ただただ人間のはかなさを

感じ死というものを己の問題として直視 しなければな らないことを痛感しております｡
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